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韓
愈
「
猫
相
乳
」
（
『
昌
黎
先
生
文
集
』
所
収
）

(
通
し
番
号)

ー
本
文

ア

ー
書
き
下
し
文

イ

ー
現
代
語
訳

司
徒

北
平
王

家
、

猫

有
二

生
レ

子

同
レ

日

者
一

。

ノ

ニ

リ

ン
デ

ヲ

ジ
ク
ス
ル

ヲ

1ア

司
徒

北
平
王
の
家
に
、

猫
子
を
生
ん
で
日
を
同
じ
く
す
る
者
有
り
。

イ

司
徒
北
平
王
の
家
で
（
二
匹
の
猫
が
）
同
じ
日
に
子
を
産
ん
だ
。

其

一

死

焉

。

ノ

い
つ

ス

2

【
「
焉
」
置
き
字
】

ア

其
の
一
死
す
。

イ

(

二
匹
の
母
猫
の
う
ち
の)

一
方
が
死
ん
だ
。

有
二

二

子
一

、
飲
二

於

死

母
一

。

リ
テ

ム

ニ

3

【
「
於
」
置
き
字
】

ア

二
子
有
り
て
、
死
母
に
飲
む
。

イ

(

死
ん
だ
母
猫
に
は)

二
匹
の
子
猫
が
い
た
が
、(

子
猫
た
ち
は)

死
ん
だ
母
猫
の
乳
を
吸
っ
て
い
た
。

母
且ル
ヤレ

死
、
其

鳴

咿
咿
。

ニ

セ
ン
ト

ノ

ク
コ
ト

タ
リ

4

【
「
且
」
再
読
文
字
二
度
目
は
ひ
ら
が
な(

す)

】

ア

母
且
に
死
せ
ん
と
す
る
や
、
其
の
鳴
く
こ
と
咿

咿
た
り
。

イ

そ
の
母
猫
は
今
に
も
死
の
う
と
す
る
と
き
に
、
弱
々
し
く
苦
し
げ
に(

ニ
ャ
ー
に
な
ら
な
い
よ
う
な
声
で)

鳴
い
た
。

其

一

方
レ

乳
二

其

子
一

、

若
レ

聞
レ

之
。

ノ

あ
タ
リ

ス
ル
ニ

ノ

ニ

シ

ク
ガ

ヲ

5

【
「
若
」
ひ
ら
が
な(
ご
と)

】

ア

其
の
一
其
の
子
に
乳
す
る
に
方
た
り
、
之
を
聞
く
が
ご
と
し
。

イ

も

う

一

方

の
母

猫

は
、
自

分

の
子

に
乳

を

や
っ
て
い
る

ち
ょ
う

ど
そ
の
時

に
、(

弱

々

し
く
苦

し
げ
に
鳴

く)

そ
の
鳴

き

声

を
耳

に
し
た

よ
う
で
あ
っ
た
。

起

而

若
レ

聴
レ

之
、

走

而

若
レ

救
レ

之
。

チ
テ

ク

ク
ガ

ヲ

リ
テ

シ

フ
ガ

ヲ

6

【
「
而
」×

２
置
き
字

「
若
」×

２
ひ
ら
が
な(

ご
と)

】

ア

起
ち
て
之
を
聴
く
が
ご
と
く
、
走
り
て
之
を
救
ふ
が
ご
と
し
。

イ

（
そ
し
て
、
自
分

の
寝

床
か
ら
）
起
き
あ

が
っ
て
注
意
深

く
そ
の
鳴
き
声

を
聞
い
て
い
る
様
子
を
し
、
（
最
期
の
声
を
出
し
た
母
猫
の
寝

床
に
）
走
っ
て
い
っ
て
、(

死
ん
で
ま
も
な
い
母
猫
を
）
救
護
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

銜
二

其

一
一

、

置
二

于

其

棲
一

。

ヘ
テ

ノ

ヲ

ク

ノ

ニ

7

【
「
于
」
置
き
字
】

ア

其
の
一
を
銜
へ
て
、
其
の
棲
に
置
く
。

イ

（
す
る
と
、
生
き
て
い
る
母
猫
は
残
さ
れ
た
子
猫
の
う
ち
の
）
一
匹
を
口
に
く
わ
え
、
自
分
の
寝
床
に(

運
ん
で
き
て)

置
い
た
。



その 2

又

往

如
レ

之

。

キ
テ

ク
ス

か
ク
ノ

8

【
「
如
」
ひ
ら
が
な(

ご
と)

】

ア

又
往
き
て
之
く
の
ご
と
く
す
。

イ

（
生
き
て
い
る
母
猫
は
）
再
び(

死
ん
だ
母
猫
の
側
に)

行
っ
て
、
さ
っ
き
と
同
じ
よ
う
に
も
う
一
匹
の
子
猫
も
口
に
く
わ
え
て
運
ん
で
き

た
。反

而

乳
レ

之
、

若
二

其

子
一

然

。

リ
テ

ス
ル
ニ

ニ

ク

ノ

ノ

し
か
リ

9

【
「
而
」
置
き
字

「
若
」
ひ
ら
が
な(

ご
と)

】

ア

反
り
て
之
に
乳
す
る
に
、
其
の
子
の
ご
と
く
然
り
。

イ

（
生

き

残

っ
た
母

猫

は
自

分

の
寝

床

に
）
戻

っ
て
来

て
自

分

の
子

と
同

じ
よ
う
に(

母

猫

を

亡
く
し
た
二

匹
の
子

猫
に
も)

乳

を
飲

ま
せ

た
。

噫

亦

異

之

大

者

也

。

ナ
ル

10

【
「
之
」
ひ
ら
が
な(

の)

】

ア

噫

亦

た

異

の

大

な

る

者

な

り

。

イ

な
ん
と
ま
あ
、
た
い
へ
ん
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
か
。

夫

猫

人

畜

也

。

レ

ハ

11

【
「
也
」
ひ
ら
が
な(

な
り)

】

ア

夫
れ
猫
は
人
畜
な
り
。

イ

そ
も
そ
も
猫
と
い
う
も
の
は
人
に
飼
わ
れ
て
い
る
生
き
物
に
す
ぎ
な
い
。

非
下

性
二

於

仁

義
一

者
上

也

。

ザ
ル

ア
ル

ニ

ニ

12

【
「
於
」
置
き
字

「
也
」
ひ
ら
が
な(

な
り)

】

ア

仁
義
に
性
あ
る
者
に
非
ざ
る
な
り
。

イ

慈
し
み
の
心
と
道
理
に
合
っ
た
心
を
生
ま
れ
つ
き
身
に
つ
け
て
い
る
生
き
物
で
は
な
い
は
ず
だ
。

其

感
二

於

所
レ

畜

者
一

乎
哉

。

レ

ズ
ル

ノ

フ

ニ

か

13

【
「
於
」
置
き
字

「
乎
哉
」
二
字
で
ひ
ら
が
な
一
字(

か)

】

ア

其
れ
畜
ふ
所
の
者
に
感
ず
る
か
。

イ

な
ん
と
飼
い
主
で
あ
る
北
平
王
に
感
化
さ
れ(

て
こ
の
よ
う
に
情
け
深
く
な
っ)

た
の
だ
な
あ
。


